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 第1図  太陽風一地球磁気圏相互作用に伴う磁気圏境界層の長周期表
 面波(1)と定在性衝撃波上流域の上流波(2)の発生及び地球
 磁気圏深部への伝播過程概念図。
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 論文審査の結果の要旨
 本論文は,太陽風プラズマ流が,地球磁気圏と相互作用する際に発生する電磁流体波のうち
 特にPc3,4(周期10-150秒)及びPc5(周期150-600秒)の変動をもつ成分について,その
 発生から,磁気圏内への伝播,そして電離層まで伝播する途中に存在するプラズマポーズとの
 かかわり合い,そして地球磁場振動との結合について研究したものである。研究は,高性能観
 測機器の開発からその汎世界的な観測の実施,そして衛星による観測データの解析にはじまり,
 その観測事実から,理論的説明に至るまで,一貫した密度の濃い内容となっている。
 観測機器の開発と観測は第2章にのべられている。観測に先立ってセンサー材端の悪影響を
 取り去るということからリングコア磁力計が当時世界的に指向されていたが,これをとり入れ,
 自らの研究で消化し地上観測用のリングコア磁力計を完成させた。この装置を用い本研究の主
 題である長周期脈動の起源及び伝播の特性を明らかにする目的で,オーストラリア,米国カリ
 フォルニア等における観測点におき,東北大学地磁気観測所と連けいしたグローバルな,磁波
 観測を実施した。
 データ解析は,まず,OGO-5,Explorer-35といった科学観測衛生データによってなされた。
 昼側磁気圏境界の前面域,特に,衝撃波面近くで生れる電磁流体波と太陽風中のプラズマの
 流れと磁場の関係を克明に調べた。その結果,Pc3～4の周波数帯にある電磁流体波が,太陽
 風プラズマ中を,衝撃波で反射する逆流イオンによって生れるイオンサイクロトロン波である
 事を実証的に示した。
 こうして昼側に生れる電磁流体波は,磁気音波モードとして低緯度域に伝播する事は,予測
 されていたが,著者は再び静止衛星軌道で観測されたデータと,地上観測データの対比からこ
 の磁気音波モードとして伝播する事を確認している。さらに,観測されるスペクトルや,ポー
 ラリゼーションの地方時依存性を詳細に検討し,これらの波動が,途中のプラズマポーズや,
 プラズマ圏の共鳴域によって選択的に,磁力線の定在振動モードや他の電磁流体波や,プラズ
 マポーズの境界波を励起しつつ電離層に侵入してくる事を明らかにし,3章6章および8章に
 わたって述べられている。
 その周期150～600秒のPc5は,磁気圏境界域で,太陽風の速度の空間変化を起す領域で生ず
 るケノレビン・ヘルムホルツ型の速度シアー不安定性にもとづく,境界波に原因がある事は既に
 推論されていたのであるが,科学衛星観測データの解析によワ,この点の実証を行った。そし
 て同時に,Pc5の電磁流体波の詳細な特性を明らかにした。
 特に,朝方と夕方すなわち太陽に面して左右の対象領域で,その発生するPc5のモードは,
 前者が方位方向変動のモードの磁力線定在振動が卓越し,後者が,圧縮性で,動経方向の変動
 が卓越する事,また偏波は朝方では回転方向が左旋,夕方では右旋が卓越している事が明らか
 にし,これらが全て,ケルビン・ヘルムホルツ型の速度シアー不安定性を実証することとなり
 その内容は5章及び9章に記述されている。
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 以上湯元清文提出の論文は,著者が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識
 を有する事を示していて,理学博士の学位として合格と認める。
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